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梁　元碩(デザイン工学科)

図1 開会式

今年で記念すべき10年目を迎えた伝統ある国際ワークショップが、タイ・プーケットにあるプリンス・オブ・ソンクラー大学（PSU）を舞台に盛大に開催されました。日
本からは、芝浦工業大学、熊本崇城大学、周南公立大学の3大学が集結し、総勢90名規模の大型交流活動となりました。
プログラムの序盤では、タイの豊かな文化体験やアクティビティ、多様な施設の見学を実施しました。日本とは異なる気候や習慣、社会的背景を持つ環境に身を
置くことで、参加した学生たちは自国の当たり前を見つめ直し、新たな気づきを深めました。
今年のメインテーマは「データの視覚化」です。日本とタイに関するさまざまなデータを徹底的に調査し、お互いの観点から直感的に理解できるようにデータを視覚
化するプロセスにグループで取り組みました。限られたタイトなスケジュールの中、言語や文化の壁を越えて議論を重ね、試行錯誤しながら一つの成果物を創り上
げました。
プログラムは単なる学術交流にとどまらず、日タイの学生同士の強い絆を生み出しました。お互いの文化をリスペクトし合いながらフレンドリーな交流が深まり、最
終日には、短い期間でありながら濃密な時間を共に過ごした仲間との別れを惜しみ、思わず涙を流す場面も見られるなど、胸を打つ感動的なフィナーレとなりまし
た。10年という歴史が紡ぎ出した確かな信頼関係と、未来へつながるグローバルな視点を得た忘れられない数日間となりました。
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2026年09月04日
～2026年09月14日

タイ プリンスソングラ大学

・デザイン工学科、機械工学
専攻、電気電子情報工学専
攻
・修士1年生、修士2年生、学
部4年生、学部3年生、学部2
年生、学部1年生

（芝浦工業大学）
学生31名、 学生バイト5名、
教員1名
（プリンスソングラ大学）
学生40名、 学生バイト3名、
教員5名、 職員5名

 2026年度グローバルPBL（派遣）実施報告 

異文化体験によるデザインgPBL
実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員

画像などコンテンツの無断転載を禁じます。


